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第5回アメリカ・メキシコ社会福祉研修団団長報告

うめ　　もり　　きみ　　　よ

梅　　森　　公　　代

二葉乳児院院長

東京都新宿区南元町4

，

　資生堂社会福祉事業財団主催にょる第5回アメリカ・メキシコ社会福祉研修は、昭和51

年9月23日から10月18日までの26日間にわたって行われ、全国から乳児院tsよび

虚弱児施設の中堅直接処遇職員24人が選ばれて参加しました。研修地はサンフランシス

コ、デンバー、ボストン、二＝一ヨーク、コロンバス、ニューオーリンズ、メキシコ市、

ハワイと広範囲にわたb、種別もメキシコで乳幼児施設、デンバーで虚弱児施設（ぜんそ

く専門施設）を1か所ずつ、他に精薄児通所施設、幼稚園、女子厚生施設、重度障害児収

容施設、重度障害児通所施設、肢体不自由児施設、児童福祉センター、小児病院、里親あ

っせん機関などで、研修団は21施設を訪問しました。

　事務当局の周到な計画と財団の実績にょるものと思われtすが、訪問先のそれぞれの施

設が、かなりの前準備をしてわれわれを温く受入れ、時間の許す限bていねいに説明、案

内をしてくれました。1日に2か所という日程が割合に多く、したがって1施設2時間な

いし3時間で、しかも通訳を通して説明を聞くので、理解の程度はおして知るべしでした

が、短い時間なりに、実に新鮮に、時には感動的に子どもとスタッフの姿をとらえ、活動

の内容を知ることができました。

　施設訪問のあと、夕食後遅くまでミーティング、そして翌朝は早朝からモーニングコー

ルでたたき起されて出発と、かなカハードなスケジュールでしたtsそのなかに細かい配

慮をもってその土地に親しむ観光も組込まれてbb、非常に密度の濃い、楽しい研修旅行

となbtした。アメリカ西海岸からデンバーを通り、東海岸、メキシコと研修を重ねて少

少パテ気味のわれわれに、憩いと反省の時を与えてくれた信じられないほど静かで美しい

自然のハワイ島のヒロの2夜は、この研修の終盤を飾るに全くふさわしいものでした。

　同じ仕事をしている仲間、そしてほとんど一度も話をしたこともない老たち24人が、

26日間起居を共にしたという、一生の間にまたとないであろう体験をしたわけですが、

更に4つの班を編成し、小グループにょる話合いを繰返しもつことによって、互いをよ）

深く知b、研修効果を高めることができたように思います。私たちが日常的な業務に追わ

れ、ほんとうに狭い視野をもって生きているととを、改めて認識させられました。

　わが国の社会福祉事業発達史のうえで、明治、大正、特に戦後非常に大きく影響を受け

たアメリカの社会福祉の実態に触れたことは、いま社会福祉に携わっているわれわれにと

って、非常に意義のあるものであbます。広範囲に児童福祉施設の活動の実態を見、その
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底流として深く息づいている地域社会の連動を感じとめることができました。また福祉の

心、ゆとbのようなものをはだに感じてきました。そして改めて日本の自分たちの周辺の

見直しに、意欲をかき立てられました。楽しい、実に有意義な研修に参加させていただい

たことを、心から御礼申しあげます。

　終りにこの研修団の出発に際しお励ましいただいた資生堂社会福祉事業財団理事長をは

じめ、岡常務理事、理事の方々、また厚生省の北川母子衛生課長、佐々木課長補佐、渡辺事

務官、そして研修の始めから終bまで、なte、跡始末まで一手に担って訟られる迫田次長

さんに、心からの懸謝を申しのべます。そして、どうぞまたこの研修を、6次、7次と少

しでも多くの仲間に参加の機会を与えていただきたいものと、切にお願いいたします。更

にまた全国からのお上bさん集団を羽田に迎え、羽田で解散するまで、全く気の休まる時

のなかった日本交通公社の尾沢・岡田両氏に、ts世話になった御礼を申しのべます。あb

がとうございます。

D

上一結団式を終えて
資生堂社会福祉事業
財団役員と研修団
下一壮行会で、謝辞
を述べる梅森団長
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団 員　　　名　　　簿

総括 迫 田 勝　彦 資生堂社会福祉事業財団

団長 梅 森 公　代 二葉保育園二葉乳児院 東京都 新宿区

乳児院班

保母 小笠原 紀久子 日本赤十字社岩手乳児院 岩手県 盛岡市

看護婦長 戸 松 ユ　キ 仙台基督教育児院仙台乳児院 宮城県 仙台市

保母 堀 井 静　子 日本赤十字社秋田乳児院 秋田県 秋田市

〃 小 島 寿美代 済生会宇都宮乳児院 栃木県 宇都宮市

看護婦 上 原 重　子 愛の泉愛泉乳児院 埼玉県 加須市

保母 松 本 和　子 育秀会乳児院 東京都 練馬区

栄養士 照 井 憲　子 聖心愛子会聖園ベピーホーム 神奈川県藤沢市

看護婦 守 屋 紀美子 山梨立正光正園乳児院 山梨県 甲府市

保母 安 藤 三枝子 衆善会乳児院 愛知県 名古屋市

看護婦 吉 田 絢　子 和歌山つくし会和歌山乳児院 和歌山県和歌山市

保母 村 上 史　子 善隣社福山乳児院 広島県 福山市

看護婦 羽 藤 和　子 中部少年学院乳児部 山口県 下関市

保母 大 塚 晴　恵 日本赤十字社徳島乳児院 徳島県 小松島市

〃 中 沢 由　美 長崎雛事業団光と緑の国醐院 長崎県 大村市

〃 潮 谷 義　子 慈愛園乳児ホーム 熊本県 熊本市

虚弱児施設班

児童指導員 高 沢 明　邦 岩手愛児会みちのくみどり学園 岩手県 盛岡市

〃 近 藤 日出夫 中日新聞社会事業団中日青葉学園 愛知県 愛知郡

〃 平 田 善　磨 さざなみ学園 滋賀県 彦根市

〃 内 村 芳　昭 大阪府衛生会健康の里 大阪府 高槻市

保母 下河内 育　子 善照学園 兵庫県 西宮市

〃 吉 田 逸　美 虎伏学園 和歌山県和歌山市

児童指導員 西 内 実 十字会加茂博愛園 徳島県 三好郡

〃 下 忠 千鶴子 たらちね寮たらちね学園 鹿児島県鹿児島市
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訪問施設および機関名一覧（訪問順）

カリフォルニァ州

The　Golden　Gate　Kindergar七en　Association．　　（Phoebe　A．
　　Pre8chool　Learning　Cen七er．）　　（San　Prancisco）
1」ouise　M．　Lombard　Schoo1．　　（San　Ftvancisco）

San　Ma七eo　County　Office　of　Educa七ion　EI　Portal　d．el　Sol
　　（San　ha七eo）

Hears七

Schoo1．

◆

コロラド州

The　Nat　i。nalムs七hma　C　en七er．（Denver）

Excelsi。r　Y。u七h　Center　Cherry　Creek　Campus．（Neuville　Cen七er．）
　　（Denver）

Scharen　Ruheエnc．（B。ulder）

．

　マサチa一セヲッ州

Dr．　Solomon　Car七er　Puller　Men七al　Hea1七h　Cen七er．　（Bos七〇n）

Th・Children　l　s　H。spi七a1　MedicaエCen七er．（B。s七・n）’

J。seph　P．　Kennedy　Jr．　He皿。rial　H。spital　f。r　Children．（Bright・n）

ぬssachuse七ts　Mental　Heal七h　Center．（B。s七・n）

ニューヨーク州

Spence－Chapin　Services　七〇　Fbmilies　and　Children．　　（New　York）

オハイオ州

The（ibi・S七a七e　Universi七y　H。spi七als　D・dd　llaU．（C。1umbus）
Franklin　Coun七y　Children　l　s　Services　Board．　　（Grove　City）

ルイジアナ州

Childr・n，s　H。spi七al．（New　Orlean・）

Belle　Ghasse　Sta七e　Sch。。1．（New　Orleans）

Greater　New　Orleans　Ass。cia七i。n　f。r　Re七arded　Citizens．（Billy
　　Pade1　Sch・。1．）（New　Orleans）

．

　メキシコ
エns七i七ueion　Mexicana　de　Asis七encia　g　la
　　（Mexico　D．P．）

工nS七i七ucion　Mexicana　de　Asis七encia　6　1a
　　（Mexico　D．F．）

Ninεz　（1｝IALN）　Casa　de　Cuna．

Ninaz　　（1）EAN）　Casa　Hogar．

◆

ハワイ州

Ml。　Care　Center　and　Retirement　Apartments．（M1・）
Palama　Set七1emen七　House．　　（Honolulu）

Kauikeolani　Children’s　Hospi七a1．　　（Honolulu）
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　　　　　　　　　　　　　日　　　　程　　　　表

昭和5ユ年

6月15日　全国都道府県庁に推薦依頼

8月12日　団員選考委員会

9月1日　結団式・壮行会

9月1日～9月2日　オリエンテーション〔中野サンブラザ）

9月23日　東京発

9月23日～10月17日（現地日付）　アメリカ・メキシコ研修

9月18日　東京着・解団式

O研修・宿泊地
　研修地
　乗換・宿泊地
　乗換地
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地域ぐるみの子育てと里親制度について 乳児院班

　アメリカの児童福祉事業は17世紀の植民地時代に慈善事業として始められ、教会を中

心とする社会事業となb次第に制度化されたが、1909年のホワイト・・ウスの第1回全

米児童福祉会議va　bけるルーズベルト提言．「家庭生活は文明の最高にして最も優れた所産

である。緊急やむを得tsい理由でない限b子どもから家庭生活を奪ってはならない」また

「もし両親の死亡あるいはやむを得ない事情で、子どもが家庭生活を続けることができな

くなる場合には、子どもの実の家庭に最も似た環境で育成されるべきである」によって、

里親制度を基軸として展開することになった。すなわち、アメリカの要保護児童対策は、

両親や親類にょる在宅保護の原則を採b、なお困難な事情にある場合は里親制度を中心に

進められている。施設収容はある児童にとって欠くことのできないサービスである取そ

れは里親家庭の養育では満たされない特別な必要性をもったものにのみ適用される方策と

考えられている。したがって、アメリカには乳児院形態はほとんどなく、すべて里親制度

下に委ねられているという実態であった。

　ニューヨークの民間里親あっせん機関とコロンバス郊外グローブシティーの児童福祉総

合センターの見学は、里親制度の仕組みと児童福祉総合センターのなかでの位置づけを教

えてくれた。

　里親制度については、ニューヨークのセントラルパークに面した閑静な住宅街にスペン

ス・チャピン家庭・児童サービスを訪れその事業のあらましを聞いた。里親制度は連邦政府

の法律で定められており、、公立機関のみでなく民間機関も施行機関として認定を受け専門

業務としている。二a一ヨーク市には民間のものが77か所あb、宗教的背景をもつもの

が多いとのことであった。

①里親の資格基準。細かい基準は州にょって違う。年齢、結婚歴、経済環境、妻の稼動

状況、実子の数とその年齢、また単身者、未亡人、離婚者などで対象児のわくを限定され

るが、特別の教育訓練をして資格を与えている、ということであった。

　②子どもの種類。90％はニューヨークのチャイルドウェルフエアからの通告で把握す

るが、黒人、ブエルトリカン、少数民族が多く、白人は少なくなってきている。身体精神

障害児が約10％含まれている。

③里親委託期間。一応2年とされているt＼実親のもとに帰ることが不可能な場合には

養子縁組を勧める。それにも適応しないときには、同一里親に限り長期里親が認められる。

ここで問題は、養育委託期間が終b、実親にもどれず、次から次と里親家庭を転々とする

ケースも少なくないことである。今後の里親制度の最も大きな課題であろうと思われる。

④里親委託経費。年齢別に幾つかの段階があるが、月175＄の他に被服費、教育費、

交通費など細目にわたb実費が支給される炎平均250＄ぐらいとなb、邦貨で7万円前
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後である。ちなみにわが国の里親制度の委託費は2万円弱である。なbアメリカでは医療

費が非常に高いが、証明書にょって診療を受け、費用後払いの保証がある。里親から養子

にした場合には、連邦政府から援助金が支給される。tた親子4人以上の家族については、

年間収入の程度にょb政府から特別援助金が支給される。さらに行・財政上困難な問題を

もっている子どもに対しては500＄以上の補助を受けることができる。個々の細目にわ

たる支給額の算定については、担当ケースワーカーの責任となってkb、州政府で認定を

している。

　⑤里親の教育指導。里親希望者には月1回グループミーティングで対象児の状況、生活

歴tLど、精神的・具体的に問題児が多いこと、そのなかでの里親の役割などを教育する一

方、里親資格認定作業を進める。

　里親は委託された後、月1回は必ず連絡し指導を受ける。

　養育上の指導、問題処理については、週日は5時までこのオフィスで取扱い、5時以後

と休みの土・日曜日は特別勤務のソーシャルワーカーに電話が取次がれへ里親委託期間中

に派生した問題をよb速やかに把握し、対処できるシステムがとられている。

　また実親に対しての指導もたゆまず行われ、実親の里親家庭訪問あるいは里子の実親家

庭への外泊なども、ケースによっては勧められている。里親と里子と実親との関係を個別

に考えることは不可能であb、有機的に結合させる役割は里親ケースワーカーが担ってむ

b、重要なポイントとなっている。このスペンス・チャビンの年間取扱数zoOO件のう

ち、里親に2，969件、本当の親にもどったもの1．090件、養子縁組したもの791件

となってts　b、実親の引取bも多い。引取りたいが経済的に力のない場合は、500＄の

一時金が支給される。

　なbこの機関のウェイティングリストに現在35家族の里親が残ってbb、0～4歳の

年少児ケースの出現を待っているということであった。

　グローブシティーの、フランクリン郡児童福祉委員会では、一貫した児童福祉サービス

の実態を知ることができた。ttではゴールドとして「すべての子どもが安全な幸福な生

活をその家族ともつこと」が挙げられ、住民運動にょり特別不動産税が設けられ、このセ

ンターの財源として提供されている。住民組織に支えられた総合的な児童福祉ケアは、わ

れわれにとって非常に魅力あるものであった。

①レシーピングセンター（緊急保護施設）。裁判所・警察・学校・病院・隣近所から通

告を受けて受入れる。30日以内に判定をし、フォスターホーヘファミリーグループホー

一
ム、コッテージ（小舎収容施設）に振分ける。心身障害児は病院または特別専門施設に

送る。日本の児童相談所の一時保護所の役割をもっているが、乳児は直接フォスターホーS

ムに結び付ける。

②フォスターホーム。前記の二a一ヨークと同じく一時的な短期間の要保護児童を委託

する。2歳以下2人以上はできないが、自分の子も含めて13歳以下6人まで養育するこ

＿ 9一



ができる。

　③ファミリークルーブホーS。私たちはパスで街のなかの一軒の家に案内された。そt

は保護期間の見通しが長期にわたる子どもを7～8人収容する地域の普通の家屋で、2組

のフォスターベアレンツが、半週交替で子どもたちと家族として生活を共にするグループ

ホームであった。ここには9～13歳の8人の女児がbり、保護理由はs5人が崩壊家庭

児、3人が重症問題児で、との3人は他の機関からのカウンセリングを受けている。セン

ターのケースワーカーとスーパーバイザーがこのフォスターペアレンツとよく連携をとっ

ており、ここの生活形態をなるべく施設化しないようにしている。施設のような規則正し

さではなく、秩序ある生活をさせているという説明であった。

　近くに他の4つのグループホームがあb、99人の子どものために役立っている。

　グループホームは地域の家庭・教会・学校などにも全く一般の家としてかかわってbb、

地域での広範囲な社会体験が入間関係に自信をもたせ、自分の価値感を形成するのに役立

っている。年齢的に縦割りで姉妹のように生活してtsb、日常生活のなかで、家庭のなか

での役割、家庭の抱える問題を共に考え、協調性を身につける。ひとbびとりの個別処遇

が無理なく行われるなど、多くの利点をもって進められている。

　子どもが生活している間、実親は定期的にカウンセリングを受けている。2年間に11

人が退所したが、5人が実親に帰b、4人が里親、1人が重症施設に行ったという。地域

のごく普通の家に生活する子どもたちであり、フォスターペアレンツのリード夫人の説明

を聞きながら、ぜいたくでない家具調度の置かれている部屋でのしっとbとした家庭的ケ

アの場面は、非常に印象的であった。

④フランクリン・ビレッジ。9つのコッテージから形成されている。比較的短期の8～
　　　　　　　　　　　s17歳の子ども478人を収容している。

　フランクリン郡児童福祉委員会はその他の地域活動も多様に展開している。

①在宅指導。10．660人の子どもの在宅カウンセリング。

②キャンピング。1，596人の低収入家庭の子どもの夏期キ†ンプ。

③子どもの虐待対策。1．141人の虐待児家庭に法律専門家と一緒に働きかける。

④未婚の母。407人の未婚の母や父たちの指導、そして子どもの適切なケアを指導。

⑤ホームメーカーとホームマネージャー。115の家族の子どもたちの家庭の危機のと

きに、子どもたちが家から学校などにスS一ズに行けるように、ホームメーカーが母親代

りになb、ホームマネージャーが両親にこどもの基本的ケアと家庭維持のテクニックを教

えた。

⑥非行児指導。

⑦家族と両親の生がい教育。

⑧パーマネントホーム。フォスターホーbからの移行、あるいは新規に養子縁組するこ

とによb、子どもに永久的な家庭が保障される。
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児童が措置された公的福祉機関の類別表（昭和46年）

区分 アメリカ 日本

里親委託 788％ 4．4％

児童福祉施設 19．8％ 95．6％

グループホーム L4％ 一

　　　　　　　　　　　　　　全国里親会「里親読本」

　要保護児童の措置について、アメリカと日本の現状は、この表が示すように対照的な有

様を呈している。アメリカでは地域ぐるみの住民参加にょる家庭相互の連帯の養育を基本

として、里親委託が前面に出て、施設収容はその補完的役割であるのが、日本では施設処

遇を第一義とし、養子縁組を前提とした里親委託が5％に満たない数を示している。どち

らがいいとは一概に是非を論ずることはできない。それぞれに利点があb欠点がある。

　ただζこでいえるヒとは、アメリカの深くコミュニティーに根ざした福祉活動はs市民

生活に密着したものとして実存している碇われわれのB本の施設の存在は、地域と必ず

しも連帯して成立っていttい、ということである。地域ぐるみの子育ての連帯感が育って

いないというか、家庭的養育に欠ける子どもを施設は受けとめるが、そのあと、家庭やそ

の地域とさしてかかわbのないところで、子どもの養育をしてしまう。本来の子どもの家

庭への働きかけが第二義的になってしまう実情にある。まして予防的アプローチなどは各

個の施設の機能では非常に乏しいといえるのではないだろうか。研修で、里親制度を進め

ながら、たゆまず行われている在宅ケアの大きな役割を教えられた。

　ソーシャルワーカーの地道な、そして網の目のように組込まれた組織的な活動によって、

この制度は生かされ、多様化されs家庭の機能を高め、子どもの幸せにつながって行くこ

とを、はっきbと認識させられたのである。特にフランクリン郡の市民生活のなかに溶け

込んでいるファミリーグループホーAの子どもたちの目の輝やきと安定した姿は、われわ

れに集団施設収容に欠けている何かを考えさせ、今後の方向を示唆するものであった。

フランクリン郡の
グループホームで
収容見、フォスタ

ー マザーと研修団

一ヨτ

鱒

一11一



アメリカ・メ，キシコにおける児童の処遇について 虚弱児施設班

　今回の研修に参加させていただいたメンバーは、指導員男子5人と女子1人、保母2人

の合計8人であった。国内の研修会などで面識のある者も多く、意気投合するのも早く、

元気に研修をすることができた。乳児院班が全員女性であったので、5人の男子はそれな

りに価値があb、写真班や、荷物もち、通訳（強心臓を唯一の手がかりとした）などで活

躍した。

　施設訪問は乳児院班と一緒であったが、虚弱児施設班としてのff修ポイントをあらかじ

め相談して決め、それを8人のメンバーで分担した。そして研修中可能な限り班のミーテ

ィングをもち、パンフレットなどで得られる範囲の予備知識を確認した。また研修後は、

それぞれが感じたととなとをもちよって、意見の交換を行った。

　そのような場で常に話題にのぼったのは、わが国における虚弱児施設の現状と、日々研

修したところの福祉に対するアメリカの徹底した姿勢であった。

　日本における虚弱児施設の実状は、時代の流れにより、対象とする児童、tた施設の役

割が変遷してきている。多様性、専門性などが痛感され、施設環境面はもとよb、医療面、

精神面の対応のための充実が必要とされている。これらの自分たちの抱えている問題に立

脚して、アメリカ・メキシコの研修で私たちが感じ、知b、そしピ話合ったことを、以下

述べてみたい。

　施設設置主体と考え方について

　設置者は個人または民間団体であったのが、現在は国または州に運営が移管されたのが

　　　　　　　　　　　sある。民間の場合でも、公費依存度がたいへん高くなっている。

　公費のほかに善意の寄付にょる面が多くある。自分の築き上げた財産を子孫に相続させ

ずに寄付する例から、バザー、チャリティショウ、パーティーなどの利益金を寄付すると

ころもあった。州によっては、州慈善局が置かれていた。

　予算など財政計画は、それぞれの施設の独自な立場で、その役割と＝・・一ドに基き編成さ

れていた。予算がないから限界を設けるという態度でなく、ニードがあれば、それを拒ま

ずに資金面を調達するという姿勢がうかがえた。

　福祉に対する考え方、建物、全体のシステム、職員のプロとしての意識など、すべてが

徹底していることを感じた。

　入所者1人に対する施設の空間がゆったりしすぎるほどとってあb、日本の狭さをつく

づく思い知らされた。あれほどtでに必要なのかと思われる面すらあった。

　利用者は自己の希望する治療機関で、治療を受けることができる。求める者に公平に福

祉サービスを提供する考えが浸透しているようであった。

　富める国であるという私たちの認識とは反対に、調度品などの古さ、物の使い方、指導

などで、きめの細かい点が多々あった。
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　スタッフの構成と専門性について

　小数の児童を多くの職員でみている、という印象を受けた。また職員の児童に接する態

度に「ゆとb」と「自信」があb、穏やかに接している様子がうかがえた。

　社会福祉施設、機関、病院に、大学院の専門過程を終えた言語療法士（ST）、作業療

法士（OT）、理学療法士（PT）など力泌要に応じて配置されていた。かれらは医師と

同等の立場で発言でき、その専門性を発揮している。

　訪問したすべての機関で、共通して活躍していたのがソーシャルワーカーである。かれ

らは大学院修士課程を終了した後、2～3年実務を経験し、一人前のワーカーになる。

　看護婦も、修士課程を終えた者は医師と同等に発言ができ、治療方針を決定する会議に

加わっている。

　スタッフひとbひとbの仕事の領域がはっきbしてte少、機能が細分化されていた。説

明を受けた際でも、それぞれの人が各自の分担の分野について語った。

　処遇の実際について

　専門のスタッ7によb徹底した個別指導がなされていた。個々の子どもにとって何が必

要なのか、何をどう治療するのかという科学的分析を基調にして、処遇が確立しているよ

うに思われた。

　訪問した施設、病院、看護学校などで、既成の体制で子どもを指導していくという考え

ではなく、個々の子どもについて目標があb、そのための具体的な方法が考えられていた。

　施設内容の場合、治療期間は短期間、普通1～2年で、数年になるのはまれである。

　施設の生活場面での児童のふんい気は、自由で明るく、人なつこい印象を受けた。しか

し「他人に迷惑をかけない」ことなど基本的な「しつけ」面や、居室の掃除などでは、徹

底した指導がなされていた。

　障害児の治療・訂［練面では、かれらの人生を意義あらしめるためにと、厳然とした態度

が取られていた。

　病院で入院治療している児童たちに対しても、個々の子どもにきめ細かく対応し、　「心」

を大切にしている姿勢がうかがえた。

　グルーブホーム（社会復帰までのある期間を生活する）、フォスターホーム（2組の夫婦

が交替で小人数の子どもたちの面倒をみる）という制度を知ることができた。

　メキシコで見学した女児の養護施設では、建物はたいへん大きく立派であったが、個々

の児童の問題への対処などは不足していたように感じられた。

　地域社会との結びつきについて

　本来子どもは家庭で育つべきであるという基本的理念のもとに、福祉の諸施策が行われ

ているように感じられた。

　ソーシャルワーカーの活動が大きい。家庭との連絡を密にし、両親に施設などに来ても

らい、共に治療していく姿勢があった。

　施設全体が地域社会によく開かれており、診療、相談などの部門もあb、地域社会セン
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ターの役割を果している場合が多かった。

　里親制度がよく（発達していた。法律的な面、あっせん、指導機関、受託者など経済的

な面、病院などとの連系面などに行届いた制度が確立していた。軽度の障害児などは里親

に預けるケースが多くあるとのことであった。

　反面には、高い年齢の児童では里親になじめず、里親を転々とし、施設に来て集団生活

にょく適応する子どもいるとのヒとであvた。

　州によって差異があるが、全体的にボランティアの活動が活発であった。施設独自でボ

ランティア教育プログラムの担当職員を配置し、ボランティアのメンバーとしての位置づ

けがなされていた。

　bわりに

私たち虚弱児施設班は、8人とも海外旅行は初めての経験でs36日間にもteよぶ研修

に、最初のうちは緊張と不安の日が多かった。しかし厳しい日程や時差に慣れるに従い、

ホテルや飛行機内でもくつろぐととができるようになった。デンバーからボストンへ向う

5時間の機内で、班員の一人がカタコトの英語で隣の人たちと話しだした。折り鶴などを

しながら懸命に会話の時間を延ばし、私たちの旅行の目的などを話した。そのなかの一人

の女性は、コロラド大学の大学院生で、社会福祉を専攻されている方だった。かの女は大

学のレポート集をくださった。一緒に写真をとってお別れした。

　ホテルで日系の方と親しくts　bご馳走になったこと。奥さんが日本人の方で通信社に勤

めてteられる方と話込んだとと。メキシコのホテルで、売店の女性と身ぶり手ぶbで2時

間の会話を楽しんで自信を得たO君。思い出は尽きない。

　このように慣れるに従い、私たちにもゆとりが出てき、また旅行計画そのものが、ホテ

ルや食事などすべての面で一流のものに配慮していただき、外国が身近に感じられ、今後
　　　　　　　　　s
の生活に量りしれないプラスがもたらされた。

　語学や両国の国情などの知識に乏しい私たちにとっては、相手方とのミーティングの途

中で数々出される疑問に、明快な結論の得られない点が多くあった。しかし出発前の結団

式のとき、理事の先生から「なぜ」という疑問を多くもち帰ってほしいというb話があっ

た。私たちは研修してきたことを、また疑問を出発点として、私たち自身が「自信」と

「ゆとb」のある施設職員となる道を歩み、今回の研修に参加できたことをいっそう意義

あらしめたいと思います。

　との研修を計画くださった資生堂社会福祉事業財団をはじめ、各方面でV力添くださっ

た皆様に感謝申しあげます。

一 14一



・w≡・　x叢

：F－ s肇
　識苧確
　　　f”：　d

口
一
』

アメリカではあらゆる福祉施設・機関でソーシャルワーカー（SW）の活動がみられる。　SWに

fiるには大学卒業後さらに専門教育2年および実務訓瞭が必要である。若い女性が多い。写真左

は「スベンス・チャピン児童・家庭サービス」のパノフレットから、SWと里子。右は「大二；

一 オーリンズ知能障害市民協会」のパノフレシトから、母親に治療経過を説明するSW。

研修団出発（羽田空港で）
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　　じま
小　島

済生会宇都宮乳児院

宇都宮市江野町

　1－1

代

THE　GOLDEN　GATE　KINDERGARTEN
ASSOCIATION．（PHOEBE　A．　HEARST
PRESCHOOL　LEARNING　CENTER．）
（ゴールデンゲート幼稚園協会「フェープA．バースト就学前学習センター」）

所在地　1315Ellis　Street，　San　Francisco　94115．

説明者　Mrs．　Fl　se　O．　Tσwnsend．（ディvクター）

　　　　M｝s．Rhoda　Kbllogg．（園長）

　　　　9月23日午後
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THE　GOLDEN　GATE　KINDERGARTEN　ASSOCIATION．
（PHOEBE　A．　HEARST　PRESCHOOL　LEARNING　CENTER．）
（ゴールデンゲート幼稚園協会「フェープA．バースト就学前学習センター」）

　この幼稚園は日系人町と黒人町の中間にあb、付近は学校と住宅密集地である。一見わ

が国の住宅団地を思わせるが、サンフランシスコー番の貧民街で、約半数がニグ・生活保

護を受け、残りの半数もそれに近い生活状態にあるそうだ。

　施設の沿革と経費

　1879年、4人の女性、Mhry　Crocker，　Phoebe　Apperson　Ilearst，　Ja　ne　Lathrop

Stanford，　Mi　randa　Luxe　2《基金を信託して創立した。初代園長は国際的に有名な教育

者Mrs．　Sarah　B．　Cooperである。カリフォルニア州立図書館には、「ゴールデンゲー

ト・キンダーガーテン年次報告書」のなかに、かの女の労作が数多くある。歴代園長もす

ぐれた教育者で、創立以来90余年にわたり常に進歩的な教育法が採られてきた。

　歴代園長の氏名は次のごとくである。現在の園長Rhoda　Kelloggは著名な児童画研究

家で、専門誌「Psychology　Today」に「児童芸術の理解」を書いて注目された。（幼稚

園の運動場の階下に、「自由児童絵画教室」と「児童画ギャラリー」が、幼稚園とは別個

の施設として開かれている。）

　1878－1896Mrs．　Sarah　B．　Cooper　　　1931－1932　Mis8　Lyette　Mass

　1896－1925Miss　AnnaM．　Stova1　　　1932－1945　Miss　Dorothy　H己nry

　1925－1931Miss　Hblen　Christianson　l945－　　Mts．　Rhoda　Kellogg

　経費は上記基金のほか、市民のボランタリーギフト、連邦社会基金、二；一ヨークのハ

ー スト基金、カリフォルニアのW．R．バースト基金などで支えられており、市・州・連邦

政府の援助金はまったくない。そのためたいへんユ＝　一クな組織、non－profit　corpora－

tionとして、女性だけの理事者20人によって運営されている。

　対象児

　対象児は2歳～5歳のノーマルな子であればよい。入園に際して特別な条件はないが、

希望者が多く、キャンセル待ちではいってくる例が多い。半数が黒人の子どもである。

　定員は90人で、午前保育がたてまえであるが、50人程度の1日保育がある。登園と

退園の時間はたいへん自由で、親の都合によb、好きな時に来たb、また帰ったbするこ

とができるのが、ここの特徴である。

　園児の家庭の負担は、その家庭の収入にょb違っている。この場合、園児の年齢には関

係ない。1日保育で、高くて月165ドル。半日の場合は90ドル。低収入では無料にな

る場合もある。

塑
　12人の職員がいるが、上述のような独自の組織と教育法なので、特に資格の必要はな

い。当園で独自の職員教育を行っている。
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　建物と設備

　現在の園長Rhoda　KblloggはどのXうな建物が教育的に有効であり、子どもやスタッ

フ、両親にとって気持のよい場であるかを、合衆国中の30か所ほどの幼稚園を見て回り、

研究した。

①安全性
　ドアのノブは子ども自身で開閉できるよう、48インチの高さにしてある。

　子どもたちがスS一ズに行動できるよう、教室、廊下、遊び場など全般にわたり、段差

や階段など全ぐない。

　プレールーヘ　トィレ、運動場など、教師がそのどの場にいても子どもたちが見わたせ

る。

　窓は子どもの届かない高さにしてある。

　戸だな類は木製、窓や照明繊ま壊れにくいプラスチック製。

②健康面
　床は清潔を保つため、ビニール張り。風呂はタイル。

　バスタブ、子ども用・先生用の洗面所などはステンレス製。

　運動場は平らなセメントで、これは排水性に富み、洗うことが可能である。

　ゴミは子どもたちが近づけないよう、駐車場の上だけに集めるようにしてある。

　病人用の個室があり、病気のヂt、親が迎えに来るまで、休養していられる。

　台所は、ステンレス張りの流し、ガス台、野菜収納庫、ゴミ収容処理設備、さら洗い器、

換気装置、フリーザー、食料品室、ステンレス製ワゴンなど、用具のすべては最高に衛生

的なものを用いている。

③　能率

教師武ブレールーへ運動場、廊下、トイレなどどこからでも子どもの動きをとらえ

ることができるような設計。

　子どもが隠れて見えないような隅やL字形の場所などを造らない。

　玩具は、子どの手の届ぐ高さに置ぐ。

　建物全体が“～してはいけません“というようなことを言わないで済むように考えられ

ている。

　スタッフの休憩室を設けている。

　教師のトイレ、ロッカールーAなどは、それぞれのプレールームに行くのに便利なとこ

ろに置かれている。

　④心安まる場
　建物は前述のような諸条件も必要だが、それにも増して美を感じるところであり、その

場を利用する者にとって、居心地よい場であるべきである。

　居心地がよい場の設定は、教育的効果（例えば、子どもたちの遊び方を束縛することの

ない、とか、子どもたちの視覚を正常に保つ）にもプラスになってくる。
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　国内見学

　・ピーからプレールーム、トイレ、プレーグラウンド、また地下にあるChild　Art

GalleryとChild　Art　Classcsを見せてもらう。ちょうど午睡の時間にぶつかっ

てしまい、残念ながら子どもたちの活動の場はみられなかった。

　・ピー、廊下

　2by　4方式の建物で、木の肌が見られ（すぺての部屋にも共通するが）、とうのイス、

テーブル、壁の布製のデコレーションなど9につく。白い壁には、ツタ類の観葉植物を置

き、とても温かみがある。いたるところに子どもの作品が並べられている。特別のデコレ

ー ションはなく、子どもの作品が室内装飾になっている。壁にはるだけでなく、モビール

のように下げてもある。

　プレールーム

　子どものイス、テーブル、たな、おもちゃなど、木、竹、とうなどの自然材質で、色彩

もペイントされたものでなく、自然の色そのまま。そのなかで、積木の色がとても効果的

に美しく見えた。子どもたちは、部屋の一隅にペットを並べ午睡中。1クラス、8～12

人。（まだ夏期休暇の親があb、全員そろっていないということで小人数だった。）日本

のサマーペッドのような簡易ベットに寝ている。（寝られない子は、教師が外に連れだし、

お・話しなどしていたo）

　トイレ

　プレールームとブレーグラウンドの間にあb、きわめて開放的。トレイが暗く、こわい場

所であるというような印象を与えないよう配慮され、5歳くらいtではオープンにして排

泄の指導を徹底するということだった。

　プレーグラウンド

　各ブレールームの前にぢるプレーグラウンドは、コンクリートの床であるo各クラスご

とに板ぱbのヘイのようなもので仕切られている。スベリ台、ブランコなど遊具が置かれ、

その下には厚いゴムが敷かれている。砂場もあるが、小さい子と大きい子では違う形であ

b、限られた狭いスベースであるo砂は黄色味がかった、tSがくずのようなザラザラのも

ので、手も汚れない。（共同で山を造ったb、泥んこに左ったbなどはできない模様o）

　処遇のポイント

　いわゆる教育的なことに重点をおくのではなく、どういうふうに子どもといてやれるか

がポイント。初期の「感覚的な経験による精神的活動」を通して、あとあとの行動の基礎

を作るべく手助けをする。

　家庭ではなかなか経験させてやれないことを与えてやるo

　この幼稚園のプレーグラウンドの階下には、①世界の子どもの画の収集と、②絵を通し

ての教育機関が併設されている。幼稚園とは全く別のシステムではあるが、そこに流れる

精神は共通するものであるので付記したい。
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　CHILD　ART　GALLERY　（児童画ギャラリー）

　Mrs．Rhoda　Kelloggはこの幼稚園の園長であるとともに児童画の研究家として有

名である。研究の動機は「各国の言葉と絵となんらかの関連があるのではないか。絵の違

いを発見することにより、言葉を教えることになんらかの手助けになるのではないか」と

いう考えからであったそうである0

　1974年に、「児童画ギャラリー」として幼稚園の地下に創立。『Analiyzing

Childre　n’s　Art』という本が出版されてから、多くの人々に興味をもたれている。

　コレクションは200万枚の児童画（2～10歳）と玩具などで、1945年からの幼

稚園の子どもの絵のすぺて、また8年前くらいからの「児童自由絵画教室」に参加した子

どもの絵が含まれている。コレクション1は主として描かれたもの（人物、建物、動物など）

の違いによb区分されている。なかには小さな落書きと思われるものまで保存されてお功、

子どもの作品をいかに×切に考えているかがうかがえk。（なお、日本の子どもの絵はグ

リーンがきれいとのことoお土産に・子どもの書いた絵を差上げてとても喜んでもらった。）

　THE　JANE　LATHROP　STANEFORD　FREE　CHILD　ART　CLASSES（ジ
エーン・ラスロップ・スタノフォード児童自由絵画教室）

　1966年8月に始って以来、200人以上の子どもたちが参加している（6歳～10
歳）。貧民街の子どもたちで、外ではいわゆる悪い子（トラブルメーカー）が多いのだが、

この建物のなかで、芸術的で、品行もよくなるという。

子どもたちは来たいときに来て、書きたいだげ書いて行ける。決ったグループもなく、

圧力もなく、進歩の基準が決っているわけでもない。（創造的な遊びが、また、自由に絵

を書くことが教育的であるという。）全く無料、すべてが奉仕。地域の子どもが自由に出

入bでき、好きなように活動できる場ということであったが、たいへんよく整理され、床

や壁もきれいである。（ビニールが張ってある所もあったが。）教室の名称J・R・スタ

ンフォードはゴールデンゲート幼稚園の創設者4人のうち1人の名である。

ゴールデンゲート幼稚園

協会のパンフレvトから
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研修所感（小島寿美代）

　私の担当施設「ゴールデンゲート幼稚園」は、研修第1日、飛行機でサンフランシスコ

に着いた日の午後だった。初めて乗った飛行機、初めて見る異国、初めての異国での食事

と、次々に起る初体験の前に、出発前の詳しい打合わせ、訪問に当っての心構えなど、ど

こかに忘れてしまい、無我夢中の状態で研修の第一歩を踏み出してしまった。こんな気持

のうえva、内部を見学しながらの説明で、また説明を聞いてもただ感心する気持ばかbl、

質問も多く出ない状態で、あわただしい見学に終ってしまった。

　1．この建物を建設するにあたり、園長のMts．　Kblloggは、何か所も他の施設を見て

回り、細かい諸条件とともに、子どもにとって、スタッフにとって、両親にとって居心地

のいい所であるべき場所ということを念頭におき、研究したというが、それが第一印象で

見る人に伝わってぐるようだった。

　2．建物のすべての所といっていいくらA子どもの作品（主に絵）でいっぱいだった

が、作品などと思bれないようなものでも、展示の工夫ひとつで、こんなに美しく、素適

になるものなのだなと感心させられた。子どもの作品を、あぐまでも大切vaするという話

を聞いたが、本当にそれが感じられたし、そのなかに教師の子どもva対する愛情も感じ

られた。たいへん感概深いものだった。

　3．子どもの保育時間は（詳しい内容は聞かれなかったが）、登園の時間も、帰る時間

も自由であり、その家庭の生活の時間に重きがおかれているよ5だった。そのバラバラの

時間のなかで行われる保章内容など、興味ある問題が多かった。

　4．経営主体が全ぐの個人、それも幾つかの個人的な基金がもととなって運営されてい

るということ。これは、日本では考えられないことではないかと思う。

　5．最後に、地下にあるCHILD　ART　CLASSESは、この幼稚園の大なる特徴で

あろう。もろもろの点で幼稚園以上のものかもしれない。この地域がサンフランシスコ

でも一番の貧民街であるという点で、このシステムはより大きぐ地域へ貢献していると考

えられる。貧民街の人々の生活、子どもたちの生活は、私たちには考えも及ばない荒れた

ものであろうが、そのなかでこの子どもたちのささやかな憩いの場（と言えるだろう、あ

ぐまでも教育の場でないことを主張していた）は、地域の人々にとって、大きな喜びの場

になっていることと思われる。日本でもある女性がこのような場を造り、子どもたちが自

由に出入りし、絵を画いたり、物を作ったり、話合いをしたりしている所があることを聞

いたが、多分に趣味的なものであるようだ。誰も干渉する人もなぐ、本当に自由に思うま

まに活動できる場、それでいて、見る人には全ぐそのような感じを受けさせない場、この

CHILD　ART　CLASSESからは、多ぐのものを考えさせられた。

　今回の研修では20数か所の施設を見学したが、その数が多く、深い所まではとうてい

知ることができなかった。また勉強不足のためもあって消化するのに長い時間がかかりそ
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うだが、全体の感想として、二、三挙げてみたい。

　L　ほとんどの施設が敷地がたいへん広いということ。米国の豊かさを見せられた。

　2．スタッフに十分なゆとりがあること。したがって、スタッフの子どもの処遇にもそ

れがみられ、また各分野においても、それぞれの専門のスタッフのより高い技術が生かさ

れている。たいへんうらやましぐ思った。

　3．ボランティアについては、当然といった感じで、日本のようにそれほど問題になら

ない。その背景には、昔からの宗教的なものが深く生きているようにも感じられた。

　4．非行少年少女の場合、日本ではまだ多ぐなってはいないが、米国では麻薬やマリフ

ァナの問題が、年々増加しているとのことだった。日本でも何年か後には、同じような状

態になっていぐの耐まないかと、不安を感じさせられた。

　5．子どもに問題がある場合（肉体的にも精神的にも）、その子のケアばかりでなく、

その両親、家族にまでケアが行届いている。それはもちろん、金銭的なものばかりでなぐ、

精神的にも、具体的な技術の面においてでもある。これは後ろに問題が多いのであろうが、

スタッ7の数が多いことによる。このようなシステムが日本でも充実できれば、施設には

いる子どもの数はぐんと減るのではないかと思った。

　6．大きなものとして、里親制度の発達が挙げられる。日本と比較した場合、米国にお

いても、現在の日本の里親制度と同じような状態の時があったのではないかという疑問が

わいてぐる。国情の違いや、人種の違い、考え方の違いはあるにしろ、今のような制度に

なるには長い歴史があったと思われるのだカXど5だろうか。そのようなことに触れる機

会がなかったが、もっと知りたかった。

　また親権の問題の場合、裁判所に強制権があり、いくら実親でも認められなければ、子

どもを自由にできないということだったが、そのような時に起る問題は、どう解決されて

いるのだろうか。親子関係はそう単純なものでなく、測りしれないものがそこには横たわ

っているはずだと思うのだが、それは、日本人が考えるほど難しいものではないのだろう

か。できるならば、里子になっている子、里子になった経験のある人などから、実際の話

など聞けたらと思った。（たいそう難しいことであろうが。）

　7・　メキシコにおいては、女児養護施設と、乳幼児養護施設を見学したが、その立派さ

は、メキシコの街の光景から全ぐかけ離れたものだった。社会福祉の道はやっと歩き始め

のように感じられたし、一般の人々の生活も安定していないようにも思われたカへ乳児院

には、里親希望の夫婦が多ぐ来ていることを知り、たいへん複雑な気持にさせられた。

　そのようなメキシコの状態は理解できなかった。

一 22一



てる　　　い　　　のり

照　　井　　憲

聖心愛子会

聖心ベビーホーム

藤沢市藤沢5294

LOUISE　M．　LOMBARD　SCHOOL．
（ルイズM．ランバード・スクールー心身障害児通所施設）

所在地

説明者

研修日

1099Hayes　Street，　San　Franeisco　94117．　Cal　ifornia．

Mt．　H芦nry　A．　Ca　ruso．（園長）

9月24日午前

研修所感で扱った主な施設

Scharen　Ruhe　Inc．

Belle　Chasse　State　School．

IMAN　Casa　Hbgar．

子
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LOUISE　M．　LOMBARD　SCHOOL
（ルイズM．ランバード・スクールー心身障害児通所施設）

　サンフランシスコに着いた翌日はどんよりした天気だった。私rcちは9時にシェラトン

ホテルを後にして、パスで30．分程の所にあるルイズ・ランパード・スクールに着larc。

道路の反対側には公園があるという環境の良い小高い所にこの施設はあり、4階建の校内

は清潔だった。片腕がご不自由な温厚そうなクルーソー氏が出迎えてくださっrc。

　サン7ランシスコ統一学区の特殊教育部門

　サンフランシスコ市と郡では、1912年から公立の心身障害児を取扱ってきているが

ルイズ・ランバード・スクールは1925年に始められた。カリフォルニア州の教育部門

においては1951年までこのプログラムを実施していなかったが、サンフランシスコ統

一学区では、こうした心身障害児の教育と訓練を全米にさきがけて行っている。

　現在、サンフランシスコ統一学区では、教育訓練可能な知恵遅れの子どもたちが年間を

通じて16クラス、年齢は4歳9か月から21歳まで、大体180人登録されているが、

この学校では177人を収容している。ルイズ・ランバード・スクールでは、これらの教

育訓練可能な知恵遅れの子どもたちに適したカリキュラムを作っている。第一の指導目標

は社会性を養うこと、経済的に自立ができること、必要に応じて体の鍛練と自分の身のま

わりのことができることで、また読み書きができるようにと教えている。16歳以上の子

どもには職業訓練もし、卒業後の共同生活をする能力や、社会の一員として生活すること

ができるよ5に指導している。さらに、絵・ホームメーキング・水泳・フォークダンス・

音楽なども教えており、各》の分野において生徒たちの教育と訓練はそれぞれ成果を挙げ

ている。また生徒一人一人について趣味や能力に応じて指導内容が計画されている。

　対象児とスタッフ

　スタッフは校長、特殊技能をもつ先生（大卒後2年間の特殊教育を受けて知恵遅れの子

どもの教育訓練ができる人）16人、ソーシャルワーカー1人、心理学者1人、言語療法

士1人から成っており、その他にコンサルタントとして看護婦1人、先生の監督のもとに

パートタイマーの卒園生5人、事務員、管理人などがいる。ほとんどの子どもがスクール

バスで通学しているが、何人かの年長者には公共のバスを利用している者もいる。年少組

6クラスと年長組9クラスあるが、それらは教育と訓練を目的にした2つのグループに大

別されている。年少組は4歳9か月から12歳まで、年長組は13歳から21歳までで、

特に年少組でも8歳までの子どもたちの時間表は異っている。

　この学校への入学には、事前の審査が必要である。審査委員会は次のメンバーで構成さ

れている。先生、内科医まrctt看護婦、心理学者、ソーシャルワーカー、経営者など。サ

ンフランシスコ統一学区では、医学的・心理学的判断と、社会的な由来をもとにして入学

できる特定のガイドラインを作成しており、入学希望者には簡単な試験と面接を行ってい

る。生徒は日々の活動や行動において、他の生徒に害を加えずプ・グラムに参加する能力
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をもっていればよい。

　この学校の生徒Tcちの知能指数は50～30で、訓練することにより、それよりも上に

上がる可能性をもっている。症状は主にダウン症・知恵遅れ・血液の不適正・出産時の酸

欠症・両親が麻薬患者のためなど、いろいろの原因によるものが多く、そのうちでダウン

症は全体の80％を示している。

　ここの先生たちは単に先生であるだけにとどまらず、自分がこの戦業に就いたことを誇

りに思っている人が多く、真心から子どもたちの将来のことe考えて指導に当っている。

　ボランティアの人も大勢来られ、週3回カリフォルニア大学から実習性が来ているが、

このなかに日本人も2人いる。

　その他

　この施設はサンフランシスコ市と同郡の経営であるが、年間1人当りの経費は1，600

ドル（48万円）で、その内9割を州が援助しており、特に5歳以下の子どもについては

合衆国の援助も受けている。

　校内は講堂兼食堂、作業室、調理実習室、美術室など20の部屋に分れている。

　前にも述べTC”S子どもrcちはすべて通学で、8時15分ころ登校する。貧しい家庭が多

いので8時45分に朝食を与え、昼食は年少組11時30分、年長組12時としている。

2時に下校し、そのあと子どもたちは障害者レクリエーションセンターに行って、遊んだ

り、トレーニングしたりしている。年中行事としてはクリスマス、復活祭、運動会、パザ

ーなどがある。今年は夏に1週間のキャンプ生活をしたが、昨年は先生たちが寄付を募り、

ディズニーランドへ連れて行った。

　卒業生で職業に就いているものはごくわずかであるが、メイドさん、カフェテリアなど

で働いている。また結婚する人もいるが、4～5人で共同生活をしている者もある。子ど

もたちの共同生活には監督者が1人必ず付いている。

　ここは公共的な施設なので、宗教には関係なく、人種差別もしていない。自分を愛する

ことと、社会に愛をもつことを教えており、家庭とは絶えず緊密な連絡を取って家族の指

導までも行い、精神的・物質的な援助の手を延べている。

　一人一人の先生が子どもたちの入格を尊重し、その形成に、大きな、そして広い愛をも

ってはぐくんでteられる姿が、とても印象的だった。まTC、卒園生のアシスタントの方々、

ボランティアの方々の力も、学校運営の大きな力となっていると思う。ハンデーをもって

いるにもかかわらず、子どもたちの底抜けに明るいのには感心しrc。またここは通所施設

だから、家庭・地域の協力も大なるものがあると思う。
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研修所感（照井憲子）

　1．私はカトリック系の修道会で経営している乳児院に勤務しているが、アメリカ・メ

キシコはキリスト教信者（特にカトリック）が多いと聞いていたので、かれらの信仰とそ

の日常生活がどのようにマッチしているかを、この目で見たいと思っていた。私はそれを、

デンバーの田舎にある小さな施設で見ることができた。

　ここの施設に収容されている子どもたちは医師から見離されており、治療らしいものは

一切していないとのことだった。ここで働いている人達は、信仰がなかったら、また愛が

なかったら、一日たりとも勤まるものではないと思う。例えば、ボランティアに来たい人

は沢山いても、来た翌日からもう来なくなり、物質的援助だけになってしまうとか。この

施設の子どもたちから期待できるものは何もなく、外面だけから見rcらただ死を延ばして

あげているとしか受取れない。しかし、かの女たちは日夜を問わず、ただ神の御栄えのた

めにのみ黙々と働いているのではないだろうか。神がこの世に送られrc、たった一つの、

今にも消えかかっているともしび（子どもの生命）が、黄金にも勝って尊いものだという

ことが、ひしひしと胸に伝わってきた。

　これに比べて私たちはどうだろうか。健康児を育てているにもかかわらず、ぞんざいに

子どもたちを扱っていることが度々あるように思う。一人一人は神から与えられた大切な

宝であることを再認識し、大切に育てなければならないと思う。

　子どもは両親のもとで育てるのが一番良いと理屈ではわかっていても、日本ではなかな

かできないのが現状だ。アメリカでは20年前から里親制度が普及し、完全とはいい難い

　　　　　　　　　　sにしても、日本より遙かに進んでいる。特に0歳～2歳までの里親になりたい人は里子の

数よりも多く、赤ちやんが欲しくて待っているような状態だとか。

　里親になる前の教育、その後の教育と指導が、里親と里子だけでなく、その家族にまで

も行届いているのには感心しだ。ソーシャルワーカーの働きは、施設・病院を問わず、各

分野ですばらしいものだっIC。若い女性の方がほとんどで、悩みごと、金銭面など、あら

ゆる方面に援助の手を差し延べており、アフターケアも行届いていた。

　栄養士間でも近来言われていることだが、専門性の確立がアメリカでは徹底しており、

しかもゆとりある指導がなされているということだ。

　3．ボランティアの活動は学校・施設・病院などのスムーズな運営には欠かせないとい

うことである。＝＝一オーリンズの病院を見学しTeとき、老人が毎日決った子どもを2時

間ずつ受けもって見てくれているそうだが、この方法はなかなかよいものだと思った。

　この病院の子どもTCちは重度の心身障害児だから、動くこともできず、四六時中目が離

せない。一日のうち2～4時間老人がそばにいて話をしreり、食事を食べさせたりしてい

ると、看護婦さんはその間に他の仕事ができるし、子どもと老人との家族的なコミa＝ケ

ー ションもでき、特に老人にとって生きがいになっているのではないだろうか。かれらは

自分が子どものために伺かしてあげられるというだけで喜んで来ているようだ。
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　日本でも老人ホームと幼稚園が併設されていて、幼椎園の掃除や草むしりにお年寄りが

手伝っている所もあるとか。ほんとうにょいことだと思う。老人は老人だけというのでは

なく、お互いに助け合いつつ明るい社会を作って行きたいものだ。

　4．ハワイの病院で次のような話を聞いた。アメリカ人は旅行やパーティに招待される

と夫婦で出かけるが、子どもが邪魔になるので、風邪を引いたからと言って以前はよく病

院に預けたようだ。そういう例が多くなっTCので、病院の医師を監視する役目の組織がで

き、それ以後は不正をする両親もいなくなっTCとか。その代り一時預り所的に（言いすぎ

かもしれないが）子どもを預る人ができたとのことだっk。

　5．　メキシコで女児収容施設を見学した。ここは国営で大統領夫人が管理・運営に参与

されているそうで、施設はすばらしいものだった。この思想は、30年前、一人のドイツ

人の修道女が敗戦後の日本の姿を見て、思い付かれkことと全く同じだった。はいたいし

ているメキシコを救うためには、これからのメキシコ女性、やがて家庭にはいり子どもを

育てるべき女性、女の子どもTCZちの教育が一番大切だと考えておられるということだ。私

はメキシコで戦後の日本の一部を見rcような気がした。

　この施設でも悩みはいろいろあるようだっTCが、子どもたちと保母、上司のコミaニケ

ー
ションがうまく行っているのには驚いた。何か問題が起きrcらs三者の間でとことんま

で話合いをして解決するそうだが、お互いを知るためには対話が一番大切であり、資質向

上にかかせないものだと思う。

　6．結論として、アメリカ合衆国もゆりかごから墓場までの福祉対策が完全になされて

おり、教育の機会がすべての人に与えられているということだ。それは広い土地、豊かな

資源と経済力があるからできるのだと言ってしまえばそれまでだが、それにもまして人々

の広い豊かな’dx愛国心があるからではないだろうか。そこにはキリスト教の愛の精神が

人々の心に深く刻みつけられているからだと思う。自分さえよければ人はどうであっても

関係ないという思想がだんだん高まりつつある日本で、私たちはもっと広い愛の心をもっ

て子どもraちや隣人たちと接しなければいけないと痛感した。

ルイズM・
ランパード
スクール
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児童指導員
こん　どう　ひ　　で　　お

近　藤　日　出　夫

中部日本新聞社会事業団

中日青葉学園

愛知県愛知郡日進町岩崎

竹之山149の1

SAN　MATEO　COUNTY　OFFICE　OF　EDUCATION
EL　PORTAL　DEL　SOL　SCHOOL．
（サンマテォ郡教育局太陽の門スクールー心身障害児通所施設）

所在地　　65，Tσsre　r　Road，　San　Mateo，　California　94402．

説明者　肱vid　B．　Birschtein．（サンマテオのセ・ションv一ダー）

　　　　Gary　Hirsch．（デーり一シティーのセッションリーダー）

研修日　9月24日午後
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SAN　MATEO　COUNTY　OFFICE　OF　EDUCATION
EL　PORTAL　DEL　SOL　SCHOOL．
（サンマテオ郡教育局太陽の門スクールー心身障害児通所施設）

　施設の概要

　サンマテオ郡心身障害者開発プログラムは1973年7月に発足し、Daly　City，

San　Mateo，　Redwood　CityにセンZa　一を設立した。対象は、3歳～22歳の、①

重度身体障害児、②知恵遅れの児童である。3か所で130人を収容できる。

　経費は郡と州から支出される。　　　　　　　　　　．

　諮問委員会は、小児科学老、精神病医、心理学者、教育主事、スーパーバイザーで構成

される。スタッフとしては、所長1、指導主事3、指導教員13、指導補佐26、看護婦

2、心理学者2、ソーシャルワーカー2、言語療法士3、開発促進者〔ディベロッブメン

トスペシャリスト』）2、理学療法士2、顧問2、作業療法士2の、計60人である。また

スタンフォード大学病院と治療提携をしている。

　障害児が抱える問題点は、障害をもっているという事実から派生する2重3重に重なb

合った不幸な複合である。長期の療法にょって教育を受ける機会を失った子どもたちの全

人間的復権のために、単に精神的・物質的負担だけでなく、センターは大きな意義と使命

をもっている。研修団が訪問したのはその本部のあるサンマテオのセンターで、施設の名

は「エル・ボルタル・デル・ソル（スベイン語で、太陽の門）スクールである。

　センターの状況

　センターは病院のような感じでなく、廊下、壁などの室内装飾には特に配慮．がなされて
　　　　　　　　　　　Nts　b、知覚器官の著しく遅れている子どものために極めて有効な作用を及ぼすのではなか

ろうか。軽度の子どもたちは、一般学級（日本でいう特殊学級に類似）のなかで高等教育

まで保障されている。

　全センターで13の学級があb、1学級は12人以下とされ、専任教師のほかに2人の

補佐が配されて指導に当っている。子どもの45パーセントが歩行不可能であb、75パ

ーセントが排泄を自分の力で行うことができないそうである。子どもたちの42パーセン

トがフオスターケア・日本式に訳せば里親制度の家庭からセンターに通所している。

　障害の内訳は親の虐待にょる後遺症、やけど、自動車事故、筋ジスト・フィー、その他

である。通所時の最初の段階において、これら障害児の回復へのゴールを、各個人の発達

段階に即してプログラSを設定し、全スタッフが一体となって、場当bの指導ではなく、

目標に向って教育と訓練に努力する。ハンディキャップと闘う子どもたちに対する専門ス

タッフの心の通う接し方に敬服した。

　処遇について

　ゴールの設定となる基準は4つに大別される。

　①感覚的機能の回復。

一29一



②感情表現の引出し方。

　③コミュニケーション。

④自己の統制が取れる身体機能の回復。

　この4つを発達段階に応じて、各児童に無理なく指導するのである。例えば、同じ種類

の形をした物を集めさせ、算数の数列の基礎を学ぱせたb、自分で自分自身が表現できな

い子どもには、早期（音を聞きわけられるヒろ）からタイピストの訓練をさせて、タイプ

の活字で表現させたb、絵を通しての判断力の養成に務めさせたbしている。

　手術などで失敗し、植物人間化されてしtった者、違った原因にょって引起こされてし

まった者に対する試みの一つとして、メッセージセレクトという電気機械にょる、患者の

反応を調べる測定器まで開発されている。断たれたコミュニケーションをなんとか回復さ

せ、スタッフとの意志の伝達を図ろうとする姿勢には、担当者の執念すら感じさせられた。

　こうした障害児が、アメリカでも30年前までは、バカな奴で片付けられ、人間として

の尊厳が奪われていたことを教えられ、こうした歴史を踏まえて社会福祉が今日に至b、

人類史上において科学的に位置づけされた意義は、後世への遺産として、守b育てて行く

義務が人間一人一人にあるのではないかと思った。ただしこのセンターに限らず、各種障

害児がその症状別に細分化されてしまったことで、児童間の相亙扶助が半減してしまって

いることはこれからの課題であると、話しておられた。

　スクールバスについて

　変っていることにスクールバスが独立の企業として成立っていることである。それは社

会構造の分業化が頂点に達しているLNだからだと思う。バスは大変すばらしく、車いすか

ら降りなくてもクレーンの原理でN車いすごとバスのなかへ乗せてしまう。私は初めてこ

のようなバスを見て、ただ驚くばかbであった。

　限りなき可能性を引出すために、工夫された障害児の訓練機械は日本にもないわけでは

ないが、一人一人の障害児・者に対する意識の差は、われわれの前に歴然と呈示されたよ

うに思う。

療法士の訓練を
見学する研修団
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研修報告

報告担当施設

THE　NATIONAL
（国民喘息センター）

所在地

説明者

研修日

児童指導員
たか　　　さわ

局　　沢
砧
明
ぽ
邦

岩手愛児会

みちのくみどり学園

盛岡市緑が丘2－4－10

ASTHMA　CENTER．

1999Julian　Street，　Denver，　Colorado　80204．

Mr．　Tharnas　L．　Creer．（所長）

ほかに各分野の担当者

9月27日午前・午後
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THE　NATIONAL　ASTHMA　CENTER
（国民喘息センター）

　虚弱児施設入園児童のなかには喘息児の数がかなり多く、その処遇方法がさまざまな角

度から検討されている。その意味で喘息児を専門に扱うこの喘息センターの研修には、全

団員が多くの期待をもって臨んだ。センター全体の説明・質疑・見学と1日中研修させて

いただいたが、特に児童の処遇方法を中心にその概略を報告する。

　1．　センタ・一の概要

　デンバー市郊外に位置じ、樹木と芝生の緑に恵まれた175エーカーの敷地で、静かな

環境のなかにある。デンバー市自体が高地でもあり、湿度が低く、アレルギー性の物質も

少なく、喘息児の生活に適している。

　センターは民間立である。経費は肺協会などからの補助、一般の寄付および一部政府の

費用（調査費）で賄われている。センターは病院・研究所・施設と3つの機能・設備をも

ち、世界でも有数のものである。

　2．創立と沿革

　1973年にTHE　NATIONAL　ASTHMA　CENTER　として発足しているが、二
十世紀初期にまだ結核が大きな問題にされていた時期に、デンバーの良い環境のもとに移

ってきた瀦たちの救済のための、鞭精榊尊ぶ婦人たちの手にょるTHE　DEWER

SHELTERING　HOMEの設立がその前身である。このホームはTHE　NATIONAL

HOME　FOR　JEWISH　CHILDRENとして社会的支援を受けるようになb、さらに

1930年代に結核の減少に伴い、JEWISH　NATIONAL　HOME　FOR　ASTH－
MATIC　CHILDREN　の設立へと発展した。

　PeshkinのParentectomy（親子分離療法）の提唱により、二＝一ヨークその他か
らの喘息児がはいり、喘息治療への重要な一歩を踏出した。1957年にはCHILDRENrs

ASTHMA　RESEARCH　INSTITUTE　AND　HOSPITALが設立されTt。これら
の諸施設を統合して、今日のセンターが形成されている。

　3．喘息患者の概況

　アメリカの喘息患者総数は900万人、年間死亡数は4，000人～6，000人といわれ

る。患者の半数が子どもで、17歳以下が高い比率を占めている。さらに学齢児童の病久

数の4分の1が喘息児である。治療費の家計に占める割合は普通20％～30％だという。

　4・入院経路

　入院申請は保護者がソーシャルエージzンシー（SOCIEL　AGENCY．福祉事務所と

児童相談所の機能をもつ機関と思われる）に行うが、医師の紹介が必要である。センター

では現在、窓口をサンフランシスコのソーシャルエージェンシーとスタッフォード医科大

学に特定している。主たる理由は、地域により喘息に対する考え方に差異があることによ

る。対象は6歳～15歳の学齢児で、定員との関係で重症児のみを受入れている。ただし
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十

特別学級で教育を受ける必要のある児童は含まないようである。現在go人の児童が入院

している。

　5．指導方法

　児童が早期に社会復帰できるようにするために次の指導方針を柱としている。

　①健康児となんら違いがないことを意識づけて生活させる。②自立心を育てる。③喘息

を理解させ、必要な行動修正を図る。④社会の一員として自覚を高めるための必要な精神

的援助を行う。⑤家族の理解・協力を働きかける。これらの方針に基づいてコッテージ

（宿舎）の生活、レクリエーション活動と病状の管理、学校との連携が展開されている。

　子どもが生活しているコッテージは、病院・研究所の建物から少し離れた場所に建てら

れていて、5棟があり、それぞれ男女別、近い年齢別のグループ編成である。1棟は、子

ども16人～24人、指導員（ceunsellor）3人、夜勤者（night　attendant）
1人である。各棟は広いプレールームを中央に、そのまわりに部屋が配置されている。4

人1室程度が基準で、各自のつくえ、・ッカー、ベッドがあり、個性的に装飾されている。

洗面所と便所は別にある。食事は別棟に共用の食堂があり、そこを利用している。

　勤務は指導員が6：30～14：30、14：30～22：30、各1人。夜勤者は30
分に1回の観察をする。夜間発作がみられ治療を要するものet　1～2人程度である。余裕

のある生活空間であり、うらやましい限りである。見学した時間には数人の子どもしかお

らず、実際の生活をみられなかったのが残念であった。この集団生活でi、大人から与え

られる教育だけでなく、子どもたちの互いの学習が尊重されているとのことである。

　レクリエーション活動

　健康児と同じことのできることが配慮され十分な施設・設備を整えているとのことであ

ったが、見学はできなかった。フットボール、ペースボールなどの運動のほか、美術・工

作室を備え、ダンスなどの多様な活動が可能となっている。健康児と同じ条件での経験を

積み、生活の単調化を防ぎ、社会復帰への準備として位置づけている。

　学校との連携

　全員が公立の小・中・高校に通学している。それぞれ近距離にある。通学は、喘息児集

団や病院に閉込めない配慮からであり、語学や体育の問題も学校と協議をもって解決に当

っている。欠席日数は平均5日程度とのことで、指導が行届いていると感じた。

　病院との関連

　すばらしい設備をもった病院であるが、まず病院で生活している意識をもたせないこと

を重視している。必要以外に病院に行くことをなくしている。病院に行くのは、緊急の場

合および週1回の定期検診が主なケースである。指導が社会の一員として成長できるよう

に組立てられ、それに必要な条件を整えるというセンターの姿勢がうかがわれる。

　家族教育

　指導に家族の協力は欠かせないものである。家族は恵まれない状況にあることも多く、

面会はいつでもできるが、遠距離の者が多く、年2回程度である。この機会が家族教育の
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主たる場である。テキストや生活記録（VTR）を活用し、親がどうあるべきかを！対1

で指導する。近距離の場合はグループでの指導があり、週末帰省も実施している。

　6．退院
　これまでのケースファイル3，000～4，000が保管されている。退院時には、①四季

を通じての発作など心身状態の記録、②使用薬品などの詳細な経過記録、③必要な指導配

慮事項を内容とした報告書が作成され、関係機関へ送付される。

　質疑応答

①医療費の負担はどうなっているか。

　親が交通費を負担するが、治療は無料で受けられる。公立病院の場合はメディケア制度

により無料にできるが、当センターの場合はその財源によって実施している。

　②喘息と運動の関係はどうか。

　腹式呼吸を含めた喘息体操は学校で実施しているが、その効果はみていない。摩擦につ

いては効果のほどはわからない。運動は正しく指導できるスタッフがいれば可能であり、

子ども自身にその限界trよく理解させることが必要である。

③地域との交流はあるか。

　子どもが行き来して交流をもっている。その他一般の場合と特に変らない。

　おわりに

　見学で最も驚いたのは3か所の実験室である。すべてのデータがコンピューターにつな

がっており、精密な検査・実験が容易にできるシステAである。さらに各専門分野単位の

研究室があり、喘息の究明を続けていた。専門的説明は理解できなかったが、こうした基

　　　　　　　　　　　s礎的な研究により、喘息という病気の全容が解明されて行くことを考えると、頼もしく思

えた。また5人の精神分析医の存在も大きく、コッテージを担当し、職員の指導に当ると

聞いた。こうした各専門分野での研究・指導が、同一の場所で行われ、遠携が確かなこと

で病院・施設・学校を通じて総合的な一貫した指導計画が組めることを痛感した。

　日本における喘息児の処遇を考えると、まだ検討の余地があるように思う。財源に関連

する諸問題はもちろん、職員の養成制度の課題とそれに関連する処遇技術の向上など、そ

して各組織間の連携の問題など。

「私たちは設備力灌えられたことにより良い研究ができるようになった。このシステムは

5年で、日本にも普及するだろう。喘息の問題は、どの子どもにどの治療が役立つのかと

いうアレルギーへの挑戦である」との説明者の言葉をかみしめて、帰路のパスに乗込んだ。
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研修所感（高沢明邦）

　今回の研修対象の施設・病院は、公立・私立を問わず、対象児童は肢体不自由児、情緒

障害などが多く、そのほとんどが私が普段接したことのない障害であり、実のところ戸迷

いを感じた。しかしどの子どもも自分の障害を克服しょうと懸命の努力をしている姿が感

じとられた。

　自分の頭のなかにはL発達したアメリカというイメージが強く、福祉対策制度もかなり整

備されていると考えていたが、公立の場合は別としても、民間経営の場合は、州にょり、

また郡によってかなりの差がある。見学したほとんどの施設で、障署児は障害児のみで収

容されていたが、サンフランシスコのサンマテオ郡エル・ボルタル・デル・ソル・スクー

ル（心身障害児の保育所）では、親の意見に基づいて、普通児のなかで障害児の教育を実

施するとの計画をもっている。

経費の負担率にはかなりのばらつきがある。それは州にょる法的裏づけの違いに起因す

ることが大きいようである。日本の場合、法律のもとに統一されているので、基本的には

どこに住んでいようとも福祉の手は同じょうに延べられているといえる。しかし、州によ

る差はあるとはいえども、福祉の厚さはかなりのものである。

　次に設備・職員配置をみると、公私の別なく整備されている。設備は居室をみても余裕

があり、必ず目的別の訓練室を備えている。職員が対象児童に対応して配置をされている

ことはもちろんであるが、Dr．，S．　W．，　O．T．，P．T．，　Nr．，S．T．など、専門の

教育を受けた職員がいて、qれらのスタッフがチームを組んで計画を作成し、専門分野ご

とに指導に当り、児童の発達段階をチームとして確認し合う体制が完成している。とれが、

児童の処遇について個別の指導計画を明確にし、指導に余裕がみられる大きい要因ではな

いだろうか。それでこそ効果的指導が望める。

　大学教育のなかでも分野別に専門教育がなされているうえに、この時代から、現場との

関連をもって実習の積める体制もあると聞く。それは例えば、スベンス・チャビン家庭・

児童サービス（二a一ヨークの里親あっせん機関）における学生の訓練計画に、みること

ができる。またデンバーの国民喘息センターのように、大学卒業後、現場で治療・教育・

応急処置を現任訓練して、職員の資質向上を図っている施設もある。日本でも社会福祉職

員の資質・処遇技術向上を目的とした教育制度が検討されているが、その早期実現を望む。

　こうした社会福祉の充実は、その底辺に何があり、何がそれを支えているのだろうか。

　見学して目立って印象に残ることに、私立の施設が一般の寄付をかなり受けていること

と、里親制度が日本と比較にならないはど発達していることである。この2つは異質のも

のかどうか判別しがたいが、全体として財源が豊かなことのほかに、わが国とは歴史的な

社会思想の違いがあるのではtsいか。前述の里親斡旋機関の例をみると、相当数の里親が

存在していて、この点は他の地域でも大差ないように感じられた。その理由としては自分

の子どもが成長した、宗教的精神に基づく、などが挙げられた。子どもにとって親の存在
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